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 １．事業の目的及び概要 

 

１） 事業の目的 

 ・広域幹線道路網の形成 

 ・交通混雑の緩和 

 ・県北地域へのアクセス強化 

国道４号は、日本橋を起点とし宇都宮、郡山
こおりやま

、福島、仙台、盛岡を経て青森市に至る延

長約８５０kmの本州を縦断する主要幹線道路です。 

首都圏と東北地方を結ぶ主要幹線道路として、旧来から産業・文化等に大きな役割を

担って来ましたが、近年の産業経済の発展、人口の集中等により交通量は著しく増大し、

各地域において交通渋滞を招いています。 

北宇都宮拡幅は、現道２車線を４車線とする現道拡幅事業であり、４号の渋滞緩和、県

北地域へのアクセス強化を目的として平成１６年３月に供用しております。 

事業評価区間は、栃木県宇都宮市平出
ひらいで

工業
こうぎょう

団地
だんち

～栃木県塩谷郡
しおやぐん

高根沢町
たかねざわまち

上阿久津
か み あ く つ

の延長９．０kmです。 
 

位置図 
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２） 事業の概要 

① 区 間 ： 自）栃木県
と ち ぎ け ん

宇都宮市
う つ の み や し

平出
ひら い で

工業
こうぎょう

団地
だんち

 

                       至）栃木県
と ち ぎ け ん

塩谷郡
し お や ぐ ん

高根沢町
た か ね ざ わ ま ち

上阿久津
か み あ く つ

 

② 計画延長 ： Ｌ＝９．０ｋｍ 

③ 幅 員 ： ２５．０ｍ 

④ 構造規格 ： 第３種１級 

⑤ 設計速度 ： ８０ｋｍ／ｈ 

⑥ 車 線 数 ： ４車線 

⑦ 全体事業費 ： 約１５０億円（うち用地費約７０億円） 

 

 ■標準断面図 

 

整備前 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
整備後  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2 



 

⑧ 事業の経緯 

 

昭和４７年度 事業化（起点～高根沢町
たかねざわまち

宝積寺
ほうしゃくじ

） 

昭和６０年度 宇都宮市内 約0.8㎞ ４車線供用 

昭和６３年度 鬼怒川
き ぬ が わ

渡河部 約2.1㎞ ４車線供用 

平成元年度   事業化（高根沢町
たか ね ざ わ ま ち

宝積寺
ほうしゃくじ

～終点） 

平成３年度  宇都宮市
う つ の み や し

平出工業団地
ひらいでこうぎょうだんち

～河内町
か わ ち ま ち

東岡本
ひがしおかもと

 約2.3㎞ ４車線供用 

平成１５年度 高根沢町
たか ね ざ わ ま ち

宝積寺
ほうしゃくじ

～終点 約3.9km ４車線供用 

全線約9.0㎞ ４車線完成供用 

 

 

 

               

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H15宝積寺交差点改良
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⑨ 事業の進捗 

本事業区間は９．０km と長い区間の現道拡幅であり、整備効果を早期に発現する

ため、順次４車線化を進めてきました。 

先ずは、交通需要が高く渋滞の著しい宇都宮市側及び鬼怒川渡河断面部の交通

容量を確保するため順次４車線化を進め、平成３年度までに鬼怒川渡河以南の５．１

kmを４車線で供用しています。 

その後、鬼怒川以北の４車線化を進め、平成１６年３月に全ての事業が完了しまし

た。 

なお、４車線化の事業に合わせ、宝積寺交差点において発生していた渋滞を解消

するため、PI方式を導入しながら平成１５年度に交差点改良を実施いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整 備 前 整 備 後 

H15 宝積寺交差点改良

至 宇都宮市方面

至 宇都宮市方面

４車線区間 L=5.1km

２車線区間

L=3.9km 

至 矢板市

方面

H 3までに４車線化 
済み区間 L=5.1km 

L=3.9km 
H15 ４車線化区間

至 矢板市方面

下野新聞（平成元年５月17日） 
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 ２．整備効果の発現状況 

１） 国道４号の交通混雑の緩和 

  国道４号高根沢町宝積寺では、４車線化以前、交通容量を大きく上回る交通量があ

り、混雑が発生していました。 

 河内町下岡本では、整備前の交通量は交通容量の２．３倍ありましたが、４車線化後

は交通容量の増大により約９割となり、交通円滑化に寄与しています。 

同様に、高根沢町宝積寺で、整備前に交通量が交通容量の１．５倍ありましたが、４

車線化後は、交通容量の約７割程度となり、円滑な交通流動が確保されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・以前は、交通容量の約
倍の交通量 
・交通量 約 7,000（台／日
だが、交通容量の約９割 

 
断面交

32,34

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

前

交
通
量

（
台
／
日

）

２車線
交通容

約

(H2) 

（資料） 交通量：H2,H6,H
交通容量：可能

 

2.3

）増

(下岡本) 

交
通
量

（
台
／
日

）

 

 
通量（台／日）

3

39,582

後

量

４車線
交通容量９ 割

(下岡本) 

(H6) 

111道路交通センサス、H17.6.8 交通量観測結

交通容量（道路交通センサスに従い算出） 

5 
断面交通量（台／日）

27,727

32,759

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

前 後

２車線
交通容量

４車線
交通容量

(宝積寺)

約 ７ 割

・以前は、交通容量の約 1.5
倍の交通量 
・交通量 約 5,000（台／日）増
だが、交通容量の約７割 

(宝積寺) 

果による 
整備

(H11)
整備
整備
 整備

(H17)



 

２） 渋滞の緩和 

●交差点改良による効果（宝積寺交差点） 

交通が集中する朝の時間に宇都宮から烏山・真岡方面への渋滞が最大で１,８００m 発

生していました。 （最大通過時間は9分） 

PI 方式による交差点改良計画を策定し、平成 15 年に右折、直進左折レーンの延伸工

事を行い、整備前は信号待ち最大３回（交差点通過時間約９分）だったものが、整備後は

信号待ち最大１回（交差点通過時間約２分）に減少しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備前の問題点（渋滞発生状況 ）

宝積寺交差点改良の概要 

改良前

改良後 ２分

信号サイクル

渋滞長が約1,300m減少、 

渋滞通過時間が７分短縮 
整備効果 

 6 
渋滞通過時間
最大渋滞長   ：

1,800m 

最大通過時間 9
９分

最大３回待ち

信号サイクル
最大１回待ち
※信号待ち回数は、赤信号（１サイクル単位）で待つ回数



 

●渋滞損失時間の抑制 

４車線化に伴う旅行速度の向上により、渋滞損失時間が削減されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料） 整備前：H15 プローブカーデータによる 

      整備後：H16 プローブカーデータによる 

台ｷﾛ当たり渋滞損失時間の変化
【北宇都宮拡幅区間L=９．０㎞】

0.31
0.26

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

0.30

0.35

整備前 整備後

渋
滞
損
失
時
間

（
人
分
／
台
k
m

）

約 ２ 割 減

下宝積寺交差点
中阿久津交差点 

 

 

渋滞損失時間  
（注）国道４号現道平均  

 0.62人分／台ｷﾛ 

中阿久津交差点  下宝積寺交差点

整備前 （H15）  

H15 年度供用区間 Ｌ＝3.9km

Ｌ＝9.0km 北宇都宮拡幅 
渋滞損失時間  
整備後 （H16）  

H15 年度供用区間 Ｌ＝3.9km
渋 滞 解

Ｌ＝9.0km 北宇都宮拡幅 

7 
単位：人分／台ｷﾛ
単位：人分／台ｷﾛ 

消

（注）国道４号現道平均 

  0.61人分／台ｷﾛ 



 

３） 県北地域へのアクセス強化 

  北宇都宮拡幅区間においては、朝ピーク時に旅行速度が低下していましたが、４車

線化後はピーク時でも概ね３７km/hの速度が確保されました。 

これにより、栃木県庁→さくら市間の朝の所要時間が１０分短縮されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さくら市役所～栃木県庁間の所要時間（分）

45

38

35

20 25 30 35 40 45 50

全線未整備(S55)

一部整備後(H15)

全線整備後（H16）

約３分

 

（資料） S55：S55道路交通センサスピーク時旅行速度  

H15・16：プローブカーデータ（ピーク時（朝７時）における上下

※さくら市：塩谷郡氏家町、同郡喜連川町が平成 17年 3月

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 北宇都宮拡幅区間(L=9.0km)の平均速度

21

31
37

0
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全線未整備
(S55)

一部整備後
(H15)

全線整備後
（H16）

速
度

(

k
m
/
h

)
37

32 

21 

１０km/hUP 

６km/h UP 

（資料） S55：S55道路交通センサスピーク時旅行速度  

H15・16：プローブカーデータ（ピーク時（朝７時）における上下平均）
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約７分短縮 
短縮

  

平均） 

28日に合併 

 

さくら市役所
Ｈ
１
５
供
用 

Ｌ
＝
３
．
９
ｋ
ｍ 

Ｓ
６
０
〜
Ｈ
３
順
次
供

北
宇
都
宮
拡
幅 

Ｌ
＝
９
．
０
ｋ
ｍ

栃木県庁

用



 

４） 沿線地域の開発促進 

  北宇都宮拡幅の事業の進捗に合わせ、高根沢町では宅地開発、土地区画整理事業、

関連道路の整備等が進められており、沿線地域の発展に寄与しました。また、宇都宮市～

高根沢間の交流促進に大きく貢献しました。 

 通勤通学者数（宇都宮市→高根沢町）、高根沢町人口

2
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2

2228

278
305

0
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日

）
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）

通勤通学者（自家用車利用） 通勤通学者（その他） 人口（高根沢町）

人口　22%増
（県平均10%増)

人口　10%増
（県平均2%増)

通勤通学者数
113%増

通勤通学者数
98%増

 

 

 

 

 

 

 

 

北宇都宮拡幅区間の交通量

166

272 284

130 151
212
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交通量（下岡本） 交通量（宝積寺）

下岡本
６４％増 宝積寺
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(注) 

 

 

 

 

（資料） 交通量：道路交通センサス（S58,H6）、H17交通量観測結果  人口：国勢調査（S55,H7）、住民基本台帳（H16.3.31） 

通勤通学者：国勢調査（H55,H7,H12） 

（注）全線整備（H16）後の通勤通学者数データが無いため、ここでは参考としてH12国勢調査における値を示した。 

   H7 国勢調査において、通勤通学者の利用交通手段内訳は調査されていないため、H2～H12の直線補完による推計値を示した
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間
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情報の森とちぎにおける
従業員数・敷地面積の推移
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５） 交通安全性の向上 

 北宇都宮拡幅区間においては、２車線から４車線に拡幅され、中央分離帯等が整備されたことにより、事故

率が半分以下に減少しました。 

北宇都宮拡幅区間の死傷事故件数の変化 

事故類型別事故件数の変化
（北宇都宮拡幅区間　L=9.0km）
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事故率 死傷者数 下野新聞（平成15年11月20日） 

事故率はS63の

半分以下 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（資料） S63：道路交通センサス H13～15：事故統合データ H16：栃木県警資料 
（注）  国道４号人身事故率 栃木県平均値 S63：178.0 件／億台㎞ H13～15：86.1 件／億台㎞ 

      

 周辺道路 

（宇都宮烏山線、宇都宮河内線、氏家宇都宮線）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

周辺道路の事故件数の変化
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周辺道路の事故件数も減少 

   （資料） 栃木県警資料 
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６） 沿道環境の改善 

 ●騒音の減少 

 北宇都宮拡幅事業に伴う低騒音舗装により、騒音レベルが、昼間、夜間ともに約７

dB減少ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【昼間】騒音レベルの推移
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（資料）国土交通省宇都宮国道事務所資料（整備前：H15.12.2、整備後：H

 

整備後 

 

低騒音舗装された路面 

  

 

 

 

 

 

整備前 
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約7dB減
約7dB減少
71.8

整備後
H16.10.27整備後
H16.10.27

16.10.27） 



 

●大気 

 北宇都宮拡幅の整備前後における大気の状況について予測した結果、CO２、等ＮＯ

ｘ、ＳＰＭの排出量削減効果が予測されました。 

 

 

 

 

 

 

 

CO2【二酸化炭素】 

※ 植林によるCO2吸収量は10.6t-CO2/ha/年とした。

（出典：「土地利用、土地利用変化及び林業に関する

グッド・プラクティス・ガイダンス（優良手法指針）」） 

CO2・・・年間約４千ｔ-CO2 削減 

（森林約300haの二酸化炭素吸収量に相当） 

（日比谷公園（約16ha）の面積の約２１倍に相当） 

×２１倍 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＯｘ【窒素酸化物】 約２万台

NOX・・・年間 約 ６ｔ  削減 

（東 を走行する大型車に換算すると約２

万台

 

 

 

 

 

 

SP

（5

 

 

京都
１５１倍 
※大型車１台が40㎞/hで東京都における平均走行距

離を走行した場合に排出するNOx量に換算（平均走行

距離：約70㎞/台、平成11年度道路交通センサス） 

に相当） 

ＳＰＭ【浮遊粒子状物質】 

※ペットボトル1本(500ml)に入るSPMを約100gとして計

算 

（出典：「東京都環境局自動車公害対策部」） 

5,000本 

M・・・SPMを年間 約０．５ｔ 削減 

00mlペットボトル約5,000本分に相当） 

・算出方法は、「客観的評価指標の定量的評価指標の算出手法について」（Ｈ11.25 事

務連絡）による 

・原単位等は、「自動車排出係数の算定根拠」（国土技術政策総合研究所資料 No141）

による 

・「H16 ネットワーク（北宇都宮拡幅全線整備、北宇都宮拡幅整備無し）に対する H16OD

表の配分結果から算定した。 

・旅行速度は交通量配分結果の平均速度を用いた。 

算出対象範囲は、宇都宮市、さ

くら市、河内町、上河内町、高根

沢町の２市３町 
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３．今後の事業評価の必要性及び改善措置の必要性 

 

北宇都宮拡幅の整備が計画的に進められたことにより「広域幹線道路網の形成」、「交

通混雑の緩和」、「県北地域へのアクセス強化」が図られ、一定の整備効果が得られまし

た。 

今後は、引き続き交通状況並びに沿道環境等の状況把握に努め、適切な維持管理を

実施するとともに、状況の変化が見られた場合は必要に応じた改善措置を講じてまいり

ます。 
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整備後の北宇都宮拡幅区間（河内町）
建設中の北宇都宮拡幅区間（宝積寺付近）
整備後の北宇都宮拡幅区間（高根沢町）
整備後の北宇都宮拡幅区間（宝積寺付近）



 

 

 

４．同種事業の計画調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性 

 

 国道４号北宇都宮拡幅は、広域幹線道路網の形成、交通混雑の緩和、県北地域へのア

クセス強化など、さまざまな整備効果をもたらしました。 

 

 当事業は、9.0km と長い区間の現道拡幅であり、整備効果を早期に発現するため、順次

４車線化を進めてきました。 

 

先ずは、交通需要が高く渋滞の著しい宇都宮市側及び鬼怒川渡河断面部の交通容量

を確保するため順次４車線化を進め、平成３年度までに鬼怒川渡河以南の 5.1km を４車

線で供用しました。 

 

その後、鬼怒川以北の４車線化を進め、平成１５年度に全線完成しました。 

 

今後、事業を行うに当たっては計画的に事業を進めるとともに、早期の整備効果発現、

及び供用目標の達成ができるよう、事業推進に努めていくことが重要であると考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 14 



 

 

 
 

・他

 北

え

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料
の計画における事業の位置づけ 

宇都宮拡幅区間は、栃木県広域道路網整備基本計画において、広域的な交流を支

る広域道路（交流促進型）として位置づけられている。 

計画名 策定者 位置づけ 

栃木県広域道路整備基本計画

（平成10年） 
栃木県 

本線のトラフィック機能確保のため、整備の目標と

して特に構造上の強化を図ろうとする広域道路（交

流促進型）として位置づけられている。 

宇都宮市都市計画マスタープ

ラン（平成12年） 
宇都宮市 

「都市の骨格を形成する３環状１２放射状道路」の

一つとして、整備を推進すべき路線として位置づけ

られている。 

とちぎ 21 世紀プラン（平成 13

年） 
栃木県 

「国土交流拠点とちぎ整備構想」を支えるネットワ

ークのひとつとして位置づけられている。 

15 


